
物
流
業
界
で
は
、
労
働
者
不
足
と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
適
用
に
よ
る

輸
送
能
力
不
足
へ
の
対
応
が
喫
緊
に
解
決
す
べ
き
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｅ
Ｃ
市
場
は
拡
大
を

続
け
て
お
り
、
特
に
、
人
手
に
依
存
し
て
い
る
ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送
に
お
い
て
事
態
は
深
刻
で
あ
る
。

わ
が
国
の
労
働
力
人
口
の
大
幅
な
減
少
が
予
測
さ
れ

て
い
る
中
、
労
働
者
不
足
は
物
流
業
界
だ
け
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
人
と
モ
ノ
の
移
動
を
変
え
る
新

し
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。

当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
２
０
３
０
年
に
目
指
す
将
来

像
と
し
て
『
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
』
を
制

定
し
、
今
後
注
力
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
「
安
全
安
心

リ
モ
ー
ト
社
会
」「
近
未
来
モ
ビ
リ
テ
ィ
」「
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
と
定
め
、
よ
り
成

長
で
き
る
事
業
体
制
へ
の
変
革
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
前
述
の
課
題
解
決
を
担
う
の
が
「
近

未
来
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
で
あ
る
。「
近
未
来
モ
ビ
リ
テ

ィ
」
と
は
、
当
社
の
保
有
す
る
「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」

「
モ
ビ
リ
テ
ィ
」「
航
空
」
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、

無
人
化
・
遠
隔
化
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
輸
送
や
移

動
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
輸
送
手
段
間
の
荷
物

の
積
み
替
え
に
人
を
介
在
さ
せ
な
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
や

無
人
機
を
使
用
し
た
シ
ー
ム
レ
ス
無
人
物
流
が
当
社

の
目
指
す
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

（
図
表
）。
当
社
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
と
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ

（
注
１
）無
人
機
を
開

発
し
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
の
物
流
事
業
開
発

を
行
っ
て
い
る
。

屋
外
・
屋
内
物
資
輸
送

─
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト

Ｅ
Ｃ
市
場
の
拡
大
に
よ
り
宅
配
便
の
取
り
扱
い
が

急
増
し
て
い
る
。
今
後
、
配
送
は
ま
す
ま
す
多
頻
度

小
口
化
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、

自
動
運
転
車
や
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
配
送
の
増
加

と
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
解
決
策
に

な
る
も
の
と
考
え
る
。

当
社
は
シ
ー
ム
レ
ス
無
人
物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
す
る
た
め
に
、
様
々
な
無
人
物
流
手
段
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送
へ
の

対
策
と
し
て
、
屋
外
向
け
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
開

発
し
、
東
京
都
の
西
新
宿
エ
リ
ア
で
薬
剤
配
送
、
食

品
配
送
の
実
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る（
写
真
１
）。

ま
た
医
療
業
界
で
も
、
２
０
２
４
年
4
月
か
ら
医

師
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
医
師
の
働
き
方
改
革
に
向
け
て
、
医
師

か
ら
看
護
師
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
病
院
全
体
の
業
務
量
は
変
わ
ら
な
い

の
で
、
看
護
師
が
さ
ら
に
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
看
護
補
助
者
と
の
協
働

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
看
護
補

助
者
の
業
務
実
態
を
分
析
す
る
と
、
現
状
で
も
検

体
・
薬
剤
の
配
送
業
務
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
配
送
業
務
を
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

で
代
替
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
人
が
本

来
の
業
務
に
集
中
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
一
端
を
担

う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
当
社
は
、
藤
田
医
科
大
学

病
院（
愛
知
県
豊
明
市
）に
お
い
て
、
屋
内
配
送
サ
ー

ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
向
け
た
ト
ラ
イ
ア
ル
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
薬
剤
や
検
体
配
送
業
務
に

３
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
24
時
間
稼
働
さ
せ
て
い
る（
写

真
２
）。

川
崎
重
工
業
執
行
役
員
社
長
直
轄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部
本
部
長

松まつだ
田
義よしも

と基

新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
よ
る
無
人
物
流
シ
ス
テ
ム

─
労
働
人
口
減
少
の
問
題
に
答
え
を

（注１）VTOL（Vertical Take-Off and Landing）：垂直離着陸
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特集 シン・物流時代─物流の成長産業化に向けて

無
人
地
帯

（
注
２
）物

資
輸
送

─
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
無
人
機

過
疎
地
域
の
多
い
山
間
部
や
離
島
で
は
、
物
流
サ

ー
ビ
ス
の
持
続
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

登
山
等
を
支
え
る
山
小
屋
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
輸

送
費
の
高
騰
に
加
え
、
機
体
確
保
の
難
し
さ
か
ら
輸

送
手
段
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
物
資
輸
送
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

搭
載
量
や
航
続
距
離
の
問
題
か
ら
運
べ
る
物
資
が
限

定
的
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
当
社
で
は
、
当
社
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
技
術

を
応
用
し
て
、
２
０
０
㌕
程
度
の
物
資
を
搭
載
で
き

る
無
人
機
を
開
発
中
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
食
料

無
人
物
流
実
現
に
向
け
た
課
題

①
イ
ン
フ
ラ
整
備

無
人
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
運
行
す
る
た
め
に
は
、
通

信
手
段
の
確
保
が
必
須
に
な
る
。
山
岳
地
帯
で
は
Ｌ

Ｔ
Ｅ
通
信
の
確
保
が
難
し
い
状
態
で
あ
り
、
代
替
と

し
て
考
え
ら
れ
る
衛
星
通
信
も
、
現
状
で
は
、
事
業

性
を
圧
迫
す
る
ほ
ど
の
コ
ス
ト
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
都
市
部
に
お
い
て
も
５
Ｇ
と
４
Ｇ
－
Ｌ
Ｔ
Ｅ
エ

リ
ア
を
ま
た
ぐ
際
に
通
信
品
質
の
低
下
が
認
め
ら
れ

品
等
の
日

用
品
だ
け

で
な
く
、

耐
久
消
費

材
等
の
重

量
物
も
輸

送
が
可
能

に
な
る
。

ま
た
、
発

動
機
に
内

燃
機
関
を

用
い
る
こ

と
で
、
１

時
間
程
度

の
飛
行
を

可
能
に
し

て
い
る（
写

真
３
）。

た
。
さ
ら
に
、
屋

外
に
お
い
て
は
信

号
、
屋
内
に
お
い

て
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
等
の
設
備
と
ロ

ボ
ッ
ト
の
信
号
連

携
が
必
須
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
的

な
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
期
待
し
た
い
。

②
制
度
改
革

２
０
２
２
年
に

改
正
道
路
交
通
法

が
成
立
し
、
自
動

配
送
ロ
ボ
ッ
ト
が

歩
道
を
走
行
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
自
動
配
送

の
普
及
に
向
け
た

一
歩
で
あ
る
と
評

価
し
て
い
る
。
ま

た
、
一
般
に
ド
ロ

ビ
リ
テ
ィ
で
代

替
す
る
、
そ
う

し
た
未
来
を
当

社
は
作
っ
て
い

く
。
わ
れ
わ
れ

が
開
発
す
る
モ

ビ
リ
テ
ィ
が
社

会
課
題
解
決
の

一
助
に
な
れ
ば
、

こ
の
う
え
な
い

喜
び
で
あ
る
。

ー
ン
と
い
わ
れ
る
無
人
航
空
機
の
レ
ベ
ル
４
飛
行

（
注
３
）も

解
禁
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
社
が
開
発
し
て
い
る
よ

う
な
大
型
無
人
機
の
安
全
基
準
に
つ
い
て
は
、
世
界

的
に
も
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
、
無
人
地

帯
で
の
限
定
的
な
運
用
に
関
し
て
規
制
改
革
推
進
会

議
で
議
論
が
行
わ
れ
、
２
０
２
３
年
６
月
、
無
操
縦

者
航
空
機
の
運
用
に
向
け
て
必
要
な
対
応
を
検
討
す

る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
た

（
注
４
）。

医
療
関
係
で
は
、
看
護
師
や
看
護
補
助
者
の
行
う

作
業
に
は
診
療
報
酬
点
数
が
付
く
も
の
の
、
そ
の
業

務
の
一
部
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
担
っ
た
場
合
に
は
診
療
報

酬
点
数
が
付
か
な
い
た
め
、
病
院
側
に
ロ
ボ
ッ
ト
導

入
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
き
に
く
い
。
ま

た
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
改
造
費
用

が
高
額
な
こ
と
も
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
。
診
療
報
酬
制
度
上
の
加
算
制
度
や
イ
ン
フ
ラ

改
造
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の
創
設
が
望
ま
れ
る
。

今
後
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
労
働
環
境
の
改

善
、
労
働
者
不
足
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
で
、人
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
は
人
が
行
い
、
人

で
な
く
て
も
で
き
る
仕
事
は
無
人
化
・
遠
隔
化
し
た
モ

（注２）無人地帯：離島や山間部など
（注３）レベル４飛行：有人地帯での目視外飛行
（注４）「新たな空のモビリティ推進及び新たな物流サービスの実現に向けた無操縦
者航空機に係る制度整備」（『規制改革実施計画』（令和５（2023）年６月16日閣議決定））

図表 シームレス無人物流のコンセプト

写真１ 西新宿での実証実験

写真３ VTOL無人機（試作機）の
実証試験

写真２ 藤田医科大学病院での
ロボット配送
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